
現状

歯・口腔の健康づくりによる健康寿命の延伸と
健康格差の縮小

○乳幼児・児童生徒
・ むし歯は年々減少している状況。
○成人・高齢者
・ 進行した歯周炎を有している人の割合が増加。
・ 80歳以上で20本以上有する者の割合は目標(50%)を達成。
○歯科受診をすることが困難な人
・定期的な歯科健診を実施する障害者支援施設及び障害者入
所施設は目標値に達していない。

○環境・整備
・在宅患者訪問診療（居宅）実施歯科診療所数が、大きく増加。

計画の位置づけ

・歯科口腔保健の推進に関する法律第13条の規定による計画

・千葉県歯・口腔の健康づくり推進条例第10条の規定による計画

令和6年度から令和11年度までの6年間

基本理念 全ての県民にとって健康で質の高い生活を
営む基盤となる歯科口腔保健の実現

総合目標

「千葉県保健医療計画」及び「健康ちば２１」等の関係計画と調和を図り

ながら、本県の歯科口腔保健の推進に関する施策を総合的かつ計画的

に推進します。

３

計画期間

県民の行動目標

県民が意識すべき分かりやすい行動目標（一例）を新たに設
けて、普及啓発を行い、県民の意識の向上を図ります。

施策目標

各施策の進捗状況を把握するため、16の数値目標を設定。

施策の方向
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